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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
な
ど
世
界
で
平

和
が
脅
か
さ
れ
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

現
在
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
24
年
に
「
安
曇
野
市
平

和
都
市
宣
言
」
を
制
定
し
、
込
め
ら
れ
た
平
和
へ

の
願
い
を
安
曇
野
か
ら
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
宣
言
と
同
じ
平
成
24
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
中
学
生
が
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
て
い
る
取
り
組
み
に
加
え
、
新
た
に
松
本
大
学

の
平
和
学
習
サ
ー
ク
ル
「
平
和
創
造
研
究
会
」
と

連
携
し
て
学
習
を
行
い
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
市
内
の
中
学
生
14
人
と
学

生
が
一
緒
に
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ん
だ
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

肌
で
感
じ
た
ヒ
ロ
シ
マ

７
月
８
日
の
第
１
回
学
習
会
で
は
、学
生
が
原
爆

を
題
材
に
し
た
発
表
を
行
い
、中
学
生
が
原
爆
の
恐

ろ
し
や
被
害
の
大
き
さ
を
学
び
ま
し
た
。そ
こ
で
感

じ
た
こ
と
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
を
決
め
、

平
和
学
習
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
に
は
、
実
際
に
広
島
を
訪
れ
原
爆
ド

ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
。
生
徒
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
写
真
や
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。
翌
日
は
平
和
記
念
式
典
に
参
列
。
１
１
１
カ

国
か
ら
約
５
万
人
が
参
列
し
た
式
典
で
生
徒
た
ち

は
、
世
界
中
の
平
和
を
求
め
る
思
い
に
触
れ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま

し
た
。

広
島
で
の
体
験
を
も
と
に
、８
月
19
日（
土
）の

第
２
回
学
習
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ

の
学
び
や
気
づ
き
を
共
有
し
、
発
表
に
向
け
た
準

備
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
が
各
グ
ル
ー
プ
の
ま
と

め
役
と
な
り
、生
徒
の
意
見
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

発
表
の
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
月

２
日
の
平
和
学
習
成
果
発
表
会
で
各
グ
ル
ー
プ
が

２
カ
月
間
の
学
び
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

レポート

ヒロシマから学ぶ平和の尊さ
中学生が松本大学「平和創造研究会」とともに考える
問総務課 ℡ 71-2408

安曇野市平和都市宣言
雄
ゆうだい

大な北
きた

アルプスの麓
ふもと

　清
きよ

らかな水
みず

緑
みどり

かがやく　自
し ぜ ん

然豊
ゆた

かな安
あ づ み の

曇野を
私
わたし

たちは守
まも

っていきます

健
けんこう

康で幸
しあわ

せな生
せいかつ

活のためにみんなで支
ささ

え合
あ

い　差
さ べ つ

別のない社
しゃかい

会を私
わたし

たちは築
きず

いていきます
みんなの笑

え が お

顔が　子
こ

どもたちの明
あか

るい未
み ら い

来がいきいきとした命
いのち

の営
いとな

みが続
つづ

くことを私
わたし

たちは求
もと

めていきます
平
へ い わ

和を願
ねが

う人
ひとびと

々と手
て

を取
と

り合
あ

って全
すべ

ての不
ふ あ ん

安や争
あらそ

いをなくすために
私
わたし

たちは行
こうど う

動します

私
わたし

たちは 美
うつく

しい故
ふるさと

郷 安
あ づ み の

曇野から平
へ い わ

和な社
しゃかい

会の実
じつげん

現に向
む

けここに「 平
へ い わ

和都
と し

市」 を宣
せんげん

言します

安曇野市平和都市宣言は、 平成24年 12月 19日に制定されました。

この宣言は、 次世代を担う小、 中学生や高校生から寄せられた意見を

もとに、 反戦 ・ 反核はもとより、 飢餓 ・ 貧困 ・ いじめなど、 身近なと

ころにある不安や争いを無くし、 平和な社会を築いていこうという思

いや決意をうたっています。 　市では、 この宣言の精神を尊重し、 地

域に根差した平和事業を行っていきます。

１班
原爆が人々の生活に与えた影響
原爆の投下が当時の人々の暮らしにどのような
影響を与えたのか、資料館での見学をもとにま
とめました。想像を超える被害があったことや、
教科書だけでは分からない現地での学びを、多
くの人に伝えていきたいと発表しました。

2 班
次の戦争を起こさせないための
私たちの取り組み
平和を作るために自分たちにできることをまと
めました。今を生きる私たちが、広島で起こっ
たことを学ぶことや長崎が最後の被爆地になる
ように努力することの大切さを訴えました。

3 班
アメリカ側から見た原爆投下
広島への原爆投下を、アメリカ側の視点から調
べ、背景にあった事実や、アメリカでも抗議す
る動きがあったことなどを紹介しました。学ん
だことを文化祭でも発表し、平和の大切さを友
達と共有したいと話してくれました。

成果発表会の発表資料と参加者
の体験文集を市HPでご覧いただ
けます。また、市内図書館で体験
文集や動画資料を閲覧できます。 市 HP

各グループ発表の一部を紹介します

INTERVIEW

三郷中学校
松村 叶和さん(15)

平和記念資料館で自分と同じ世代を始めとした、
多くの人が原爆で日常を奪われたことを身をもっ
て感じました。これは授業では感じることができ
ない経験でした。また、式典には多くの外国人も
参列していて、広島は世界中の人たちが平和への
思いを分かち合う場になっていることも知りまし
た。「広島が最初で長崎が最後」となるように唯一
の被爆国だから訴えられることがあると思います。
今回の学習で感じたことを心に刻み、周りにも伝
えることで平和への気持ちを広げていきたいです。

松本大学
平和創造研究会
神戸美乃里さん（22）

普段関わることが少ない中学生との活動は、私た
ちにとって貴重な経験となりました。年齢が近い
ことを生かし、一方的な授業のようにならないよ
うに心がけました。自分と同じ年頃の人が原爆で
亡くなってしまったことを遺品などから知り、自
分のことのように考えることから学びを始めまし
た。そして、学習を進めていくうちに、同じ世代
だけでなく犠牲になった人や残された遺族にテー
マを広げて学ぶ中学生の姿が印象的でした。この
気持ちと経験を胸に平和の尊さを多くの人に伝え
ていって欲しいと思います。
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